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忘れない。 彼ら は 自分 を 見る や 一同 起立して 敬礼 を 行 

なう、 その 態度の 厳粛なる は、 まだ 十二分に 酔って い 

ない らしい。 中央に 構えて いた 一人の 水兵、 これ は 酒 

癖のあ まりょくな いながら 仕事 はよ くやる ので 士官の 

やつ 

受けの よい 奴、 それが 今 おもしろい 事 を 始めた ところ 

です と言う。 何 だと， 新ね ると、 みんな 顔 を 見合わせて 

笑う、 中には 目で よけいな 事 を しゃべる なと 止める 者 

も ある。 それに かまわず かの 水兵の 言う に は、 この 仲 

間 で 近，、 - J ろ 本国から 来た 手紙 を 読み 合う と 言う のです。 

自分。 そいつ は 聞き もの だ ぜひ 傍聴した いもの だと 

言って 座 を 構えた。 見れば みんな 二通 三 通ず つの 書状 



を 携えて いる。 

その 仕組みが おもしろい、 甲の 手紙 は 乙が 読む とい 

う 事に なって いて、 そのうち もっとも はなはだしい 者 

ば つ ぱ \. 

に 罰杯 を 命ずる という 約束で ある。 『もっとも はな は 

だしい』 とい う 意味 は 無論 彼ら の 情事に 関する こと は 

言わな いで も 明らかで ある。 

さァ 初めろ と 自分の 急き 立つ るので、 そろそろ 読み 

上げる 事に なった。 自分が そばで 聴く と は 思いがけな 

い 事 ゆえ、 大いに 恐縮して いる 者 も ある。 それ も その 

はずで、 読む 手紙 も 読む 手紙 も Y J と> J と く 長 崎よ リ横 

須賀 より、 または 品 川より など、 初めから そんなのば 



逆の 道 を 誤りた まいて 前 原が 一 味に 加わり 候 もの か 

ここち たぴ 

ら今 だに われら さえ 肩身の 狭き 心地いた し 候 この度 

おおぎみ お，^.. こめ 

こそ そなた は 父に も 兄に も かわりて 大君の 御 為国の 

為 勇ましく 戦い、 命に 代えて 父の 罪 を 償い わが 祖先 

の 名 を 高め 候わん こと を 返す がえ す も 頼み 上げ 候 

せめて 士官なら ばとの 今日のお 手紙の 文句 は 未練 

ささ 

に候ぞ 大将と て 兵卒と て 大君の 為国の 為に 捧げ 候 命 

まこと 

に 二 はこれ なく 候 かかる 心得に て は 真 の 忠義 思い 

も よらず 候 兄 は そなたが 上 を うらやみ せめて 軍夫に 

加わりて もと 明け暮れ 申しお り 候 ここ をく み 候 わば 

一 兵士ながら も そなたの 幸い はいかば かりな らんま 
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